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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　空調対象空間に供給する供給用空気の給気風路に通風作用する給気送風手段と、
　空調対象空間外に排出する排出用空気の排気風路に通風作用する排気送風手段と、
　一部を前記給気風路に位置させ且つ他の一部を前記排気風路に位置させるように配置さ
れる調湿体、及び、その調湿体における前記給気風路に位置させる部分及び前記排気風路
に位置させる部分を回転に伴って変更させるように前記調湿体を駆動回転する調湿用駆動
手段を備えた調湿手段と、
　運転を制御する運転制御手段とが設けられた空調装置であって、
　前記排気風路における前記調湿体よりも通風方向上手側箇所にて、通流する空気に対し
て加熱作用する除臭用加熱手段が設けられ、
　前記運転制御手段は、
　前記給気送風手段と前記排気送風手段とを作動させ、前記給気風路における前記調湿体
よりも通風方向上手側箇所にて通流する空気に対して加熱作用する加湿用加熱手段を加熱
作用状態にし、前記除臭用加熱手段を加熱停止状態にし及び前記調湿体を駆動回転するよ
うに前記調湿用駆動手段を作動させて、前記調湿手段にて供給用空気を加湿して空調対象
空間に供給する空調運転、及び、
　給気風路と排気風路とが通風状態で、且つ前記給気送風手段と前記排気送風手段との両
方を作動させた状態で、前記排気風路を通流する空気に含まれている臭い成分が前記調湿
手段にて前記給気風路を通流する空気に放出される臭い戻りを抑制する臭い戻り抑制運転
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を実行できるように構成され、且つ、
　前記空調運転の実行中に、空調対象空間内にて臭いが発生する又は臭いが発生する虞の
ある臭い戻り抑制必要状態になったと判別すると、前記空調運転を停止して、前記臭い戻
り抑制運転を実行するように構成され、
　前記臭い戻り抑制運転として、前記給気送風手段と前記排気送風手段との両方を作動さ
せ、前記除臭用加熱手段を加熱作用状態にし、前記加湿用加熱手段を加熱停止状態にし、
及び前記調湿用駆動手段を停止させて前記調湿体の駆動回転を停止した、調湿体停止状態
除臭運転を実行する空調装置。
【請求項２】
　空調対象空間に供給する供給用空気の給気風路に通風作用する給気送風手段と、
　空調対象空間外に排出する排出用空気の排気風路に通風作用する排気送風手段と、
　一部を前記給気風路に位置させ且つ他の一部を前記排気風路に位置させるように配置さ
れる調湿体、及び、その調湿体における前記給気風路に位置させる部分及び前記排気風路
に位置させる部分を回転に伴って変更させるように前記調湿体を駆動回転する調湿用駆動
手段を備えた調湿手段と、
　運転を制御する運転制御手段とが設けられた空調装置であって、
　前記排気風路における前記調湿体よりも通風方向上手側箇所にて、通流する空気に対し
て加熱作用する除臭用加熱手段が設けられ、
　前記運転制御手段は、
　前記給気送風手段と前記排気送風手段とを作動させ、前記給気風路における前記調湿体
よりも通風方向上手側箇所にて通流する空気に対して加熱作用する加湿用加熱手段を加熱
作用状態にし、前記除臭用加熱手段を加熱停止状態にし及び前記調湿体を駆動回転するよ
うに前記調湿用駆動手段を作動させて、前記調湿手段にて供給用空気を加湿して空調対象
空間に供給する空調運転、及び、
　給気風路と排気風路とが通風状態で、且つ前記給気送風手段と前記排気送風手段との両
方を作動させた状態で、前記排気風路を通流する空気に含まれている臭い成分が前記調湿
手段にて前記給気風路を通流する空気に放出される臭い戻りを抑制する臭い戻り抑制運転
を実行できるように構成され、且つ、
　前記空調運転の実行中に、空調対象空間内にて臭いが発生する又は臭いが発生する虞の
ある臭い戻り抑制必要状態になったと判別すると、前記空調運転を停止して、前記臭い戻
り抑制運転を実行するように構成され、
　前記臭い戻り抑制運転として、前記給気送風手段と前記排気送風手段との両方を作動さ
せ、前記加湿用加熱手段と前記除臭用加熱手段とを加熱停止状態にし、及び、前記調湿用
駆動手段を停止させる調湿体停止運転を、臭い戻り抑制必要状態が終了したと判別するま
で実行し、
　次に、前記給気送風手段と前記排気送風手段との両方を作動させ、前記加湿用加熱手段
を加熱停止状態にし、前記除臭用加熱手段を加熱作用状態にし、及び、前記調湿用駆動手
段を停止させて、前記調湿体に吸収されている水分を排出用空気に放出させて除去する調
湿体停止状態除臭運転を実行する空調装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空調対象空間に供給する供給用空気の給気風路に通風作用する給気送風手段
と、
　空調対象空間外に排出する排出用空気の排気風路に通風作用する排気送風手段と、
　一部を前記給気風路に位置させ且つ他の一部を前記排気風路に位置させるように配置さ
れる調湿体、及び、その調湿体における前記給気風路に位置させる部分及び前記排気風路
に位置させる部分を回転に伴って変更させるように前記調湿体を駆動回転する調湿用駆動
手段を備えた調湿手段と、
　運転を制御する運転制御手段とが設けられた空調装置に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　かかる空調装置は、給気送風手段の通風作用により例えば外気を供給用空気として空調
対象空間に供給すると共に、排気送風手段の通風作用により空調対象空間の空気を排出用
空気として外部に排出するものであり、例えば、住宅内の複数の部屋等を空調対象空間と
する用途で用いられる。
【０００３】
　そして、一部を給気風路に位置させ且つ他の一部を排気風路に位置させるように配置し
た調湿体を調湿用駆動手段にて駆動回転させながら、その調湿体における給気風路に位置
させる部分を供給用空気を通過させ且つその調湿体における排気風路に位置させる部分を
排出用空気を通過させることにより、供給用空気を空調して空調対象空間に供給するよう
にして、空調対象空間を換気しながら空調するようになっている。
【０００４】
　例えば、給気風路における調湿体よりも通風方向上手側箇所にて通流する空気に加熱作
用するように、加湿用加熱手段を設けると、以下のように、供給用空気を無給水にて加湿
して空調対象空間に供給することが可能となり、空調対象空間を換気しながら加湿するこ
とが可能となる。
　つまり、加湿用加熱手段にて加熱された供給用空気が調湿体における給気風路に位置す
る部分を通過し、且つ、空調対象空間からの排出用空気が調湿体における排気風路に位置
する部分を通過する形態で運転されることにより、空調対象空間からの排出用空気中の水
蒸気が調湿体に吸収され、その調湿体に吸収された水分が供給用空気に放出されて供給用
空気が加湿された状態で空調対象空間に供給されるので、空調対象空間を無給水にて加湿
することができる（例えば、特許文献１参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００３－４２５５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、例えば、住宅内の複数の部屋を空調対象空間とする場合においては、トイレ
、浴室等、臭気が発生する可能性がある空間を含むものとなる等、空調対象空間からの排
出用空気には、水溶性の臭い成分が含まれている可能性がある。
【０００７】
　しかしながら、従来の空調装置では、空調運転の実行中、水溶性の臭い成分を含んだ排
出用空気が調湿体を通過するときに、その排出用空気に含まれる臭い成分が調湿体に付着
したり、調湿体に吸収されている水分に溶解して、臭い成分が調湿体に蓄積すると共に、
その調湿体に蓄積した臭い成分の一部が供給用空気に混入されて空調対象空間に戻ること
になるので、臭い成分の蓄積量が多くなると、供給用空気に混入されて空調対象空間に戻
る臭い成分が多くなって、空調対象空間を快適に空調することができなくなるという問題
があった。
【０００８】
　本発明は、かかる実情に鑑みてなされたものであり、その目的は、臭いが発生する可能
性がある空間を空調対象空間とする場合でも、空調対象空間に供給される供給用空気に臭
い成分が混入されるのを抑制し得る空調装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の空調装置は、空調対象空間に供給する供給用空気の給気風路に通風作用する給
気送風手段と、
　空調対象空間外に排出する排出用空気の排気風路に通風作用する排気送風手段と、
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　一部を前記給気風路に位置させ且つ他の一部を前記排気風路に位置させるように配置さ
れる調湿体、及び、その調湿体における前記給気風路に位置させる部分及び前記排気風路
に位置させる部分を回転に伴って変更させるように前記調湿体を駆動回転する調湿用駆動
手段を備えた調湿手段と、
　運転を制御する運転制御手段とが設けられたものであって、
　前記排気風路における前記調湿体よりも通風方向上手側箇所にて、通流する空気に対し
て加熱作用する除臭用加熱手段が設けられ、
　前記運転制御手段は、
　前記給気送風手段と前記排気送風手段とを作動させ、前記給気風路における前記調湿体
よりも通風方向上手側箇所にて通流する空気に対して加熱作用する加湿用加熱手段を加熱
作用状態にし、前記除臭用加熱手段を加熱停止状態にし及び前記調湿体を駆動回転するよ
うに前記調湿用駆動手段を作動させて、前記調湿手段にて供給用空気を加湿して空調対象
空間に供給する空調運転、及び、
　給気風路と排気風路とが通風状態で、且つ前記給気送風手段と前記排気送風手段との両
方を作動させた状態で、前記排気風路を通流する空気に含まれている臭い成分が前記調湿
手段にて前記給気風路を通流する空気に放出される臭い戻りを抑制する臭い戻り抑制運転
を実行できるように構成され、且つ、
　前記空調運転の実行中に、空調対象空間内にて臭いが発生する又は臭いが発生する虞の
ある臭い戻り抑制必要状態になったと判別すると、前記空調運転を停止して、前記臭い戻
り抑制運転を実行するように構成され、
　前記臭い戻り抑制運転として、前記給気送風手段と前記排気送風手段との両方を作動さ
せ、前記除臭用加熱手段を加熱作用状態にし、前記加湿用加熱手段を加熱停止状態にし、
及び前記調湿用駆動手段を停止させて前記調湿体の駆動回転を停止した、調湿体停止状態
除臭運転を実行する点を特徴とする。
【００１０】
　即ち、運転制御手段は、空調運転として、加湿運転又は全熱交換運転を実行し、臭い抑
制運転として、給気送風手段と排気送風手段とのうちの少なくとも排気送風手段を作動さ
せた状態で、排気風路を通流する空気に含まれている臭い成分が調湿手段にて給気風路を
通流する空気に放出される臭い戻りを抑制するように運転を実行し、そして、空調運転の
実行中に、空調対象空間内にて臭いが発生する又は臭いが発生する虞のある臭い戻り抑制
必要状態になったと判別すると、空調運転を停止して、臭い戻り抑制運転を実行する。
【００１１】
　ちなみに、臭い戻り抑制運転では、給気送風手段と排気送風手段とのうちの少なくとも
排気送風手段を作動させて、臭い成分を含んでいる虞がある空調対象空間の空気を排出す
るための空調対象空間の排気を継続しながら、排気風路を通流する空気に含まれている臭
い成分が調湿手段にて給気風路を通流する空気に放出される臭い戻りを抑制するように運
転される。
【００１２】
　つまり、空調運転が行われているときに、例えば、トイレが使用されることに伴って、
臭い戻り抑制必要状態になったと判別されると、空調運転が停止されると共に臭い戻り抑
制運転が実行されて、空調対象空間の排気を継続しながら、排気風路を通流する空気に含
まれている臭い成分が調湿手段にて給気風路を通流する空気に放出される臭い戻りが抑制
されるので、空調対象空間に供給される供給用空気に臭い成分が混入されるのが抑制され
るのである。
　従って、臭いが発生する可能性がある空間を空調対象空間とする場合でも、空調対象空
間に供給される供給用空気に臭い成分が混入されるのを抑制し得る空調装置を提供するこ
とができるようになった。
　また、臭い戻り抑制運転を行うに際して、通風孔を塞ぐ必要がない為、空調装置にダン
パなどの風路切替手段を設けずに済む。よって、臭い戻り抑制運転可能な空調装置を廉価
に製造できる。加えて、可動部を増やさずに済むことから、耐久性にも優れた臭い戻り抑
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制運転可能な空調装置を提供できる。
【００１３】
　加えて、上記構成の空調装置では、前記加湿運転又は前記全熱交換運転の実行中に、臭
い戻り抑制必要状態になると、前記調湿体停止状態除臭運転が実行されて、調湿体の回転
が停止された状態で、調湿体を通過する供給用空気中の水蒸気がその調湿体に吸収され、
且つ、調湿体に吸収されている水分がその調湿体を通過する排出用空気に放出される状態
となるので、排出用空気に臭い成分が含まれていたとしても、その臭い成分が調湿体に付
着したり、調湿体に吸収されている水分に溶解することが抑制され、しかも、調湿体にお
ける、臭い成分が含まれている虞がある排出用空気が通過した部分が給気風路に移動する
ことがなく、もって、空調対象室への臭い戻りをより一層抑制することができる。
　又、調湿体停止状態除臭運転では、調湿体にて、空調対象室に供給される供給用空気に
除臭用加熱器にて加熱された排出用空気の保有熱が付与されることがないので、空調対象
室の温度が上昇するのを防止することができるようになり、特に夏期や中間期において、
空調対象室の温度が上昇して不快になるのを防止することができる。
【００１４】
　第２特徴構成は、
　前記排気風路における前記調湿体よりも通風方向上手側箇所にて、通流する空気に対し
て加熱作用する除臭用加熱手段が設けられ、
　前記運転制御手段は、
　前記給気送風手段と前記排気送風手段とを作動させ、前記給気風路における前記調湿体
よりも通風方向上手側箇所にて通流する空気に対して加熱作用する加湿用加熱手段を加熱
作用状態にし、前記除臭用加熱手段を加熱停止状態にし及び前記調湿体を駆動回転するよ
うに前記調湿用駆動手段を作動させて、前記調湿手段にて供給用空気を加湿して空調対象
空間に供給する空調運転、及び、
　給気風路と排気風路とが通風状態で、且つ前記給気送風手段と前記排気送風手段との両
方を作動させた状態で、前記排気風路を通流する空気に含まれている臭い成分が前記調湿
手段にて前記給気風路を通流する空気に放出される臭い戻りを抑制する臭い戻り抑制運転
を実行できるように構成され、且つ、
　前記空調運転の実行中に、空調対象空間内にて臭いが発生する又は臭いが発生する虞の
ある臭い戻り抑制必要状態になったと判別すると、前記空調運転を停止して、前記臭い戻
り抑制運転を実行するように構成され、
　前記臭い戻り抑制運転として、前記給気送風手段と前記排気送風手段との両方を作動さ
せ、前記加湿用加熱手段と前記除臭用加熱手段とを加熱停止状態にし、及び、前記調湿用
駆動手段を停止させる調湿体停止運転を、臭い戻り抑制必要状態が終了したと判別するま
で実行し、
　次に、前記給気送風手段と前記排気送風手段との両方を作動させ、前記加湿用加熱手段
を加熱停止状態にし、前記除臭用加熱手段を加熱作用状態にし、及び、前記調湿用駆動手
段を停止させて、前記調湿体に吸収されている水分を排出用空気に放出させて除去する調
湿体停止状態除臭運転を実行する点を特徴とする。
【００１５】
　上記構成の空調装置では、前記加湿運転又は前記全熱交換運転の実行中に、臭い戻り抑
制必要状態になったと判別されると、先ず、調湿体停止運転が、臭い戻り抑制必要状態が
終了したと判別されるまで実行され、臭い戻り抑制必要状態が終了したと判別されると、
除臭用設定時間が経過するまで調湿体停止状態除臭運転が実行される。
【００１６】
　そして、調湿体停止運転では、排出用空気が加熱されることなく調湿体を通過すること
から、排出用空気に水蒸気と共に臭い成分が含まれていて、その臭い成分が調湿体に付着
したり、調湿体に吸収されている水分に溶解したとしても、調湿体の駆動回転が停止され
ているので、臭い成分が供給用空気に放出されることがない。
　又、その調湿体停止運転に続いて実行される調湿体停止状態除臭運転では、調湿体が停
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止された状態で、供給用空気が調湿体における給気風路に位置する部分を通過し、空調対
象室からの排出用空気が除臭用加熱器にて加熱された状態で調湿体における排気風路に位
置する部分を通過する形態で運転されて、調湿体を通過する供給用空気中の水蒸気がその
調湿体に吸収され且つ調湿体に吸収されている水分がその調湿体を通過する排出用空気に
放出される状態となるので、調湿体に吸収されている水分に溶解している臭い成分は、水
分と共に排出用空気に放出される状態で除去され、調湿体に付着している臭い成分は、排
出用空気中の水蒸気に溶解する状態で除去される。
【００１７】
　そして、その調湿体停止状態除臭運転は、臭い戻り抑制必要状態が終了したと判別した
時点から除臭用設定時間が経過するまで実行されるので、臭い戻り抑制必要状態が終了し
たと判別した後も、空調対象室に臭い成分が残留していて、その残留臭い成分を含んだ排
出用空気が空調装置に供給されても、臭い成分が調湿体に付着したり、調湿体に吸収され
ている水分に溶解するのが抑制され、又、調湿体の全体にわたって臭い成分が除去される
。
【００１８】
　従って、加湿運転又は全熱交換運転の実行中にトイレが使用されても、その使用開始後
から、使用終了後、臭い成分が含まれた排出用空気が空調装置に供給されなくなるまで、
臭い戻り抑制運転を実行させるようにすることができるので、空調対象空間への臭い戻り
をより一層抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】第１参考形態に係る空調装置の全体概略構成を示す一部切り欠き斜視図
【図２】第１参考形態に係る空調装置の縦断面図
【図３】調湿部及び顕熱交換部の一部切り欠き斜視図
【図４】調湿体の回転速度と全熱交換性能との関係を示す図
【図５】第１参考形態に係る空調装置の制御動作を説明する図
【図６】第１実施形態に係る空調装置の制御動作を説明する図
【図７】第２参考形態に係る空調装置の制御動作を説明する図
【図８】第２実施形態に係る空調装置の制御動作を説明する図
【図９】第３参考形態に係る空調装置の制御動作を説明する図
【図１０】第４参考形態に係る空調装置の制御動作を説明する図
【図１１】第５参考形態に係る空調装置の縦断面図
【図１２】別参考形態に係る空調装置の制御動作を説明する図
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　〔第１参考形態〕
　以下、本発明を住宅内を略全域にわたって換気する全体換気用の空調装置に適用した場
合の第１参考形態を説明する。
　図１及び図２に示すように、空調装置は、外気ＯＡを空調対象空間としての複数の空調
対象室に供給するための供給用空気ＳＡとして装置内に吸い込む供給用空気入口１ｓｉ、
その供給用空気ＳＡを送出する供給用空気出口１ｓｏ、空調対象室の室内気ＲＡを空調対
象室外に排出するための排出用空気ＥＡとして装置内に吸い込む排出用空気入口１ｅｉ及
びその排出用空気ＥＡを送出する排出用空気出口１ｅｏを備えたケーシング１を用いて組
み付けて構成してあり、図示は省略するが、住宅の天井裏等に配置する。
【００２１】
　そして、図示は省略するが、外気を導入する外気導入ダクトを前記供給用空気入口１ｓ
ｉに接続し、各空調対象室の給気口に接続した給気ダクトを前記供給用空気出口１ｓｏに
接続し、各空調対象室の排気口に接続した排気ダクトを前記排出用空気入口１ｅｉに接続
し、排出用空気を屋外等に排出する排気ダクトを前記排出用空気出口１ｅｏに接続する。
　そして、前記外気導入ダクトを通じて導入した外気ＯＡを空調して供給用空気ＳＡとし
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て前記給気ダクトを通じて各空調対象室に供給する共に、前記排気ダクトを通じて各空調
対象室から吸込んだ室内気ＲＡを排出用空気ＥＡとして前記排気導出ダクトを通じて屋外
に排出するように構成してある。
【００２２】
　この第１参考形態の空調装置は、図２に示すように、空調対象室に供給する供給用空気
ＳＡの給気風路２に通風作用する給気送風手段としての給気送風機３と、空調対象室外に
排出する排出用空気ＥＡの排気風路４に通風作用する排気送風手段としての排気送風機５
と、一部を前記給気風路２に位置させ且つ他の一部を前記排気風路４に位置させるように
配置される調湿体６及びその調湿体６における前記給気風路２に位置させる部分及び前記
排気風路４に位置させる部分を回転に伴って変更させるように前記調湿体６を駆動回転す
る調湿用駆動手段としての調湿用電動モータ７を備えた調湿手段としての調湿部Ｌと、前
記給気風路２における前記調湿体６よりも通風方向上手側箇所にて、通流する空気に対し
て加熱作用する加湿用加熱手段としての加湿用加熱器８と、前記排気風路４における前記
調湿体６よりも通風方向上手側箇所にて、通流する空気に対して加熱作用する除臭用加熱
手段としての除臭用加熱器２０と、一部を前記給気風路２における前記加湿用加熱器８よ
りも通風方向上手側に位置させ且つ他の一部を前記排気風路４における前記調湿体６より
も通風方向下手側に位置させるように配置される顕熱交換体９及びその顕熱交換体９にお
ける前記給気風路２に位置させる部分及び前記排気風路４に位置させる部分を回転に伴っ
て変更させるように前記顕熱交換体９を駆動回転する顕熱交換用電動モータ１０を備えた
顕熱交換部Ｓと、この空調装置の運転を制御する運転制御手段としての運転制御部１１と
、その運転制御部１１に各種制御情報を指令する遠隔操作式の操作部１２等を備えて構成
してある。
【００２３】
　そして、前記調湿部Ｌを、前記調湿体６の駆動回転速度を変更調節自在に構成し、前記
加湿用加熱器８及び前記除臭用加熱器２０を夫々、加熱作用状態と加熱停止状態とに切り
換え自在に構成してある。
【００２４】
　以下、空調装置の各部について説明を加える。
　図１及び図２に示すように、前記ケーシング１は、直方体形状に形成し、そのケーシン
グ１の一側面に、前記供給用空気出口１ｓｏ及び前記排出用空気入口１ｅｉを並べて設け
、それら供給用空気出口１ｓｏ及び排出用空気入口１ｅｉを設けた側面に対向する側面に
、前記供給用空気入口１ｓｉ及び前記排出用空気出口１ｅｏを供給用空気入口１ｓｉが前
記供給用空気出口１ｓｏと同じ側に位置する状態で並べて設けてある。
【００２５】
　図２及び図３に示すように、前記調湿部Ｌにおける調湿体６の支持構造及び回転駆動構
造と、前記顕熱交換部Ｓにおける顕熱交換体９の支持構造及び回転駆動構造は、同様であ
るので、以下、前記調湿部Ｌを対象にして、調湿体６の支持構造及び回転駆動構造を説明
する。
【００２６】
　前記調湿体６は、所謂デシカントロータであり、円板形状でその軸心方向に通気自在な
ハニカム状の基材に吸湿材（シリカゲルや塩化リチウム等）を保持して構成し、前記調湿
部Ｌは、前記調湿体６をその軸心にて回転自在に矩形枠状の支持枠１３に支持すると共に
、その支持枠１３に、前記調湿用電動モータ７をその出力軸と前記調湿体６の外周部とに
わたってベルト１４を巻回した状態で設けて、ユニット状に構成してある。
【００２７】
　前記支持枠１３における前記調湿体６の軸心方向に並ぶ両側面部の夫々には、一対の概
ね半円状の開口１３ｗを、前記軸心方向視において一方の側面部の開口１３ｗと他方の側
面部の開口１３ｗとが重なる状態で形成してある。
　その支持枠１３の各開口１３ｗには、前記給気風路２と前記排気風路４とを分離するシ
ール材１５をその先端の開口縁が前記調湿体６に当接する状態で嵌め込んである。
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【００２８】
　前記顕熱交換体９は、アルミニウム等の熱伝導率の高い材料にて、円板形状でその軸心
方向に通気自在なハニカム状に形成し、前記顕熱交換部Ｓは、上述した調湿部Ｌと同様に
、前記顕熱交換体９をその軸心にて回転自在に前記支持枠１３に支持すると共に、その支
持枠１３に、前記顕熱交換用電動モータ１０をその出力軸と前記顕熱交換体９の外周部と
にわたってベルト１４を巻回した状態で設けて、ユニット状に構成してある。
【００２９】
　そして、図２に示すように、上述のようにユニット状に構成した調湿部Ｌ及び顕熱交換
部Ｓを、調湿部Ｌが前記供給用空気出口１ｓｏの側に位置し且つ前記供給用空気入口１ｓ
ｉ及び前記供給用空気出口１ｓｏの並び方向に間隔を開けた状態で、調湿体６及び顕熱交
換体９夫々の回転軸心が前記供給用空気入口１ｓｉ及び前記供給用空気出口１ｓｏの並び
方向に沿う姿勢にて、前記ケーシング１内に並べて設けてある。
【００３０】
　更に、そのケーシング１内を、仕切り壁１６にて、前記供給用空気入口１ｓｉ及び前記
供給用空気出口１ｓｏが存在する側と前記排出用空気出口１ｅｏ及び前記排出用空気入口
１ｅｉが存在する側とに区画することにより、前記ケーシング１内に、一端が前記供給用
空気入口１ｓｉに連通し且つ他端が前記供給用空気出口１ｓｏに連通する状態の前記給気
風路２と、一端が前記排出用空気入口１ｅｉに連通し且つ他端が前記排出用空気出口１ｅ
ｏに連通する状態の前記排気風路４を区画形成し、前記調湿体６を、その一部を前記給気
風路２に位置させ且つ他の一部を前記排気風路４に位置させるように配置し、並びに、前
記顕熱交換体９を、その一部を前記給気風路２に位置させ且つ他の一部を前記排気風路４
に位置させるように配置してある。
【００３１】
　そして、前記調湿用電動モータ７により前記調湿体６を駆動回転することにより、前記
調湿体６における前記給気風路２に位置させる部分及び前記排気風路４に位置させる部分
を回転に伴って変更させるように構成し、前記顕熱交換用電動モータ１０により前記顕熱
交換体９を駆動回転することにより、前記顕熱交換体９における前記給気風路２に位置さ
せる部分及び前記排気風路４に位置させる部分を回転に伴って変更させるように構成して
ある。
　そして、調湿用電動モータ７の回転速度を変更調節することにより、前記調湿体６の駆
動回転速度を変更調節自在なように構成してある。
　又、顕熱交換体９を駆動回転させるように顕熱交換用電動モータ１０を作動させること
により、前記顕熱交換部Ｓにて供給用空気と排出用空気との間で顕熱交換させ、顕熱交換
用電動モータ１０を停止させることにより、前記顕熱交換部Ｓにおける供給用空気と排出
用空気との間の顕熱交換を停止させるように構成してある。
【００３２】
　前記加湿用加熱器８は、熱媒を通流させる熱媒流通管（図示省略）を空気の通過が可能
なように蛇行状に配管した熱媒循環式に構成し、図２に示すように、その加湿用加熱器８
を前記給気風路２における前記調湿部Ｌと前記顕熱交換部Ｓとの間に設けて、その加湿用
加熱器８と熱源機（図示省略）とを熱媒循環路１７にて接続して、その熱源機にて加熱し
た熱媒を熱媒循環路１７を通じて加湿用加熱器８に循環供給するように構成してある。
　そして、前記熱媒循環路１７に加湿用熱動弁１８を設けて、その加湿用熱動弁１６を開
閉して前記加湿用加熱器８への熱媒の供給を断続することにより、前記加湿用加熱器８を
加熱作用状態と加熱停止状態とに切り換え自在に構成してある。
【００３３】
　又、前記除臭用加熱器２０は、前記加湿用加熱器８と同様に熱媒循環式に構成し、その
除臭用加熱器２０を排気風路４における前記調湿体６よりも通風方向上手側に設けて、そ
の除臭用加熱器２０と前記熱源機とを熱媒循環路２１にて接続して、その熱源機にて加熱
した熱媒を熱媒循環路２１を通じて除臭用加熱器２０に循環供給するように構成してある
。
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　そして、前記熱媒循環路２１に除臭用熱動弁２２を設けて、その除臭用熱動弁２２を開
閉して前記除臭用加熱器２０への熱媒の供給を断続することにより、前記加除臭用加熱器
２０を加熱作用状態と加熱停止状態とに切り換え自在に構成してある。
【００３４】
　前記給気送風機３を、その吸い込み口を前記給気風路２内に臨ませ且つ吐き出し口を前
記供給用空気出口１ｓｏに内嵌させた状態で前記給気風路２内に設けることにより、給気
送風機３を、前記供給用空気入口１ｓｉから吸い込んだ供給用空気ＳＡを、前記顕熱交換
体９、前記加湿用加熱器８、前記調湿体６を順次通過させて前記供給用空気出口１ｓｏか
ら送出するように、前記給気風路２に通風作用させる構成としてある。
　又、前記排気送風機５を、その吸い込み口を前記排気風路４内に臨ませ且つ吐き出し口
を前記排出用空気出口１ｅｏに内嵌させた状態で前記排気風路４内に設けることにより、
排気送風機５を、前記排出用空気入口１ｅｉから吸い込んだ排出用空気ＥＡを前記除臭用
加熱器２０、前記調湿体６、前記顕熱交換体９を順次通過させて前記排出用空気出口１ｅ
ｏから送出するように、前記排気風路４に通風作用させる構成としてある。
　つまり、給気風路２の通風方向と排気風路４の通風方向が互いに逆向きになる。
【００３５】
　前記運転制御部１１は、前記調湿部Ｌにて供給用空気を加湿して空調対象室に供給する
前記空調運転としての加湿運転、前記調湿部Ｌにて供給用空気を排出用空気と全熱交換さ
せた状態で空調対象室に供給する前記空調運転としての全熱交換運転、前記顕熱交換部Ｓ
にて供給用空気を排出用空気と顕熱交換させた状態で空調対象室に供給する顕熱交換運転
、外気をそのまま供給用空気として空調対象室に供給し且つ空調対象室からの室内気をそ
のまま排出用空気として排出して空調対象室を換気する通常換気運転、供給用空気を前記
加湿用加熱器８にて加熱して、そのまま空調対象室に供給する暖房運転、前記調湿体６に
吸収されている水分を排出用空気に放出させて除去する除臭運転、及び、前記給気送風機
３と前記排気送風機５とのうちの少なくとも排気送風機５を作動させた状態で、前記排気
風路４を通流する空気に含まれている臭い成分が前記調湿部Ｌにて給気風路２を通流する
空気に放出される臭い戻りを抑制する臭い戻り抑制運転を実行できるように構成してある
。
【００３６】
　以下、前記各運転における前記運転制御部１１の制御動作について、説明を加える。
　前記運転制御部１１は、前記加湿運転では、給気送風機３と排気送風機５とを作動させ
、加湿用加熱器８を加熱作用状態にし、除臭用加熱器２０を加熱停止状態にし、調湿体６
を調湿用設定速度で駆動回転するように調湿用電動モータ７を作動させ、及び、顕熱交換
体９を顕熱交換用設定速度で駆動回転するように顕熱交換用電動モータ１０を作動させる
ように構成してある。
【００３７】
　前記運転制御部１１は、前記全熱交換運転では、給気送風機３と排気送風機５とを作動
させ、加湿用加熱器８と除臭用加熱器２０とを加熱停止状態にし、調湿体６を前記調湿用
設定速度よりも高速の全熱交換用設定速度で駆動回転するように調湿用電動モータ７を作
動させ、及び、顕熱交換体９を顕熱交換用設定速度で駆動回転するように顕熱交換用電動
モータ１０を作動させるように構成してある。
【００３８】
　前記運転制御部１１は、前記顕熱交換運転では、給気送風機３と排気送風機５とを作動
させ、加湿用加熱器８と除臭用加熱器２０とを加熱停止状態にし、調湿用電動モータ７を
停止させ、及び、顕熱交換体９を顕熱交換用設定速度で駆動回転するように顕熱交換用電
動モータ１０を作動させるように構成してある。
【００３９】
　前記運転制御部１１は、前記通常換気運転では、給気送風機３と排気送風機５とを作動
させ、加湿用加熱器８と除臭用加熱器２０とを加熱停止状態にし、及び、調湿用電動モー
タ７と顕熱交換用電動モータ１０とを停止させるように構成してある。
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　前記運転制御部１１は、前記暖房運転では、給気送風機３と排気送風機５とを作動させ
、加湿用加熱器８を加熱作用状態にし、除臭用加熱器２０を加熱停止状態にし、及び、調
湿用電動モータ７と顕熱交換用電動モータ１０とを停止させるように構成してある。
【００４０】
　前記運転制御部１１は、前記除臭運転では、給気送風機３と排気送風機５とを作動させ
、前記加湿用加熱器８を加熱停止状態にし、前記除臭用加熱器２０を加熱作用状態にし、
調湿体６を駆動回転するように調湿用電動モータ７を作動させ、及び、顕熱交換用電動モ
ータ１０を停止させるように構成してある。
【００４１】
　この第１参考形態では、前記運転制御部１１は、前記臭い戻り抑制運転として、給気送
風機３と排気送風機５とを作動させ、加湿用加熱器８を加熱停止状態にし、除臭用加熱器
２０を加熱作用状態にし、調湿体６を駆動回転するように調湿用電動モータ７を作動させ
、及び、顕熱交換用電動モータ１０を停止させる前記除臭運転を実行するように構成して
ある。
【００４２】
　前記調湿用設定速度及び前記全熱交換用設定速度は、夫々予め設定して前記運転制御部
１１に記憶させてある。
　以下、前記調湿用設定速度及び前記全熱交換用設定速度夫々の設定の仕方について説明
を加える。
　尚、前記調湿用設定速度については、詳細は後述の第５参考形態にて説明するが、調湿
体６は、回転速度が１．３回／分のときに、調湿部Ｌの除湿性能が最大となるので、前記
調湿用設定速度は、例えば１．３回／分に設定してある。
【００４３】
　図４中の実線は、空調対象室が冷房される夏期を想定して、調湿部Ｌの全熱交換性能を
検証したものであり、前記加湿用加熱器８及び前記除臭用加熱器２０を加熱停止状態にし
、且つ、前記給気風路２の方が高温多湿になる状態でその給気風路２及び前記排気風路４
の夫々に通風させる状態で、調湿体６の回転速度を変更させて、各回転速度での調湿部Ｌ
の全熱交換性能をエンタルピーにて、回転速度が１．３回／分のときを１００％として比
較したものである。
　又、図４中の破線は、空調対象室が暖房される冬期を想定して、調湿部Ｌの全熱交換性
能を検証したものであり、前記加湿用加熱器８及び前記除臭用加熱器２０を加熱停止状態
にし、且つ、前記排気風路４の方が高温多湿になる状態で前記給気風路２及び前記排気風
路４の夫々に通風させる状態で、調湿体６の回転速度を変更させて、各回転速度での調湿
部Ｌの全熱交換性能をエンタルピーにて、回転速度が１．３回／分のときを１００％とし
て比較したものである。
【００４４】
　つまり、空調対象室が暖房される冬期等、排出用空気ＥＡの方が供給用空気ＳＡよりも
高温多湿の状態となるときは、調湿部Ｌの全熱交換性能は、調湿体６の回転速度を前記調
湿用設定速度である１．３回／分よりも高速にすると高くなり、２．８～５．３回／分の
範囲でより高くなり、４．７回／分のときに最高になることが分かる。
　又、空調対象室が冷房される夏期等、供給用空気ＳＡの方が排出用空気ＥＡよりも高温
多湿の状態となるときは、調湿部Ｌの全熱交換性能は、調湿体６の回転速度を前記調湿用
設定速度である１．３回／分よりも高速にすると高くなり、４．０～５．３回／分の範囲
でより高くなり、４．７回／分のときに最高になることが分かる。
【００４５】
　調湿体６の回転速度を高くすることにより全熱交換性能を向上することができることに
ついて考察すると、調湿体６の駆動回転速度を高くすることにより、調湿体６が給気風路
２や排気風路４を移動する速度が速くなるので、調湿体６と供給用空気や排出用空気との
間で顕熱及び潜熱の交換を十分に行わせながら、調湿体６における、供給用空気や排出用
空気との間で顕熱及び潜熱の交換が行われた部分を速く移動させることが可能となり、調
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湿体６での供給用空気や排出用空気との間の全熱交換量を多くすることができるのである
。
【００４６】
　従って、空調対象室が暖房される冬期等、排出用空気ＥＡの方が供給用空気ＳＡよりも
高温多湿の状態のときは、前記全熱交換用設定速度を、前記調湿用設定速度の２．２～４
．１倍に設定するのが好ましく、前記調湿用設定速度の３．６倍に設定するのが最も好ま
しい。
　又、空調対象室が冷房される夏期等、供給用空気ＳＡの方が排出用空気ＥＡよりも高温
多湿の状態のときは、前記全熱交換用設定速度を、前記調湿用設定速度の３．１～４．１
倍に設定するのが好ましく、前記調湿用設定速度の３．６倍に設定するのが最も好ましい
。
【００４７】
　以上のように、調湿体６の回転速度を調湿用設定速度よりも高くすることにより、調湿
部Ｌの全熱交換性能を向上可能なことが分かる。
【００４８】
　前記操作部１２には、図示を省略するが、上述のようにこの空調装置にて実行可能な複
数種の運転のうち、除臭用運転及び臭い戻り抑制運転以外の運転を択一的に指令する運転
切換部、及び、空調装置の停止を指令する停止スイッチを設けてある。
【００４９】
　又、住宅の複数の空調対象室のうちの一つであるトイレ内に人が存在するか否かを検出
する人存否検出センサ１９を設けてある。ちなみに、この参考形態では、前記人存否検出
センサ１９はその検出域に人が存在するとオン信号を出力し、検出域に人が存在しないと
オフ信号を出力するように構成してある。
　そして、前記運転制御部１１は、前記人存否検出センサ１９からの信号がオンのときは
、トイレ内にて臭いが発生する虞がある臭い戻り抑制必要状態であると判別し、前記人存
否検出センサ１９からの信号がオフのときは、臭い戻り抑制必要状態ではないと判別する
ように構成してある。
【００５０】
　次に、前記操作部１２の運転切換部からの指令情報に基づく前記運転制御部１１の制御
動作について、説明する。
　前記運転制御部１１は、前記操作部１２の運転切換部から、前記顕熱交換運転、前記通
常換気運転及び前記暖房運転のうちのいずれか一つが指令されると、指令された運転を実
行するように構成してある。
　又、運転制御部１１は、操作部１２の運転切換部から前記加湿運転が指令されると、前
記除臭運転を除臭用設定時間の間実行した後、前記加湿運転を実行し、且つ、その加湿運
転の実行中に、人存否検出センサ１９の検出情報に基づいて臭い戻り抑制必要状態になっ
たと判別すると、前記加湿運転を停止して、前記臭い戻り抑制運転を実行するように構成
してある。
　ちなみに、前記除臭用設定時間は、例えば、前記調湿体６が１回転するのに要する時間
以上に設定する。
【００５１】
　又、運転制御部１１は、操作部１２の運転切換部から前記全熱交換運転が指令されると
、前記除臭運転を除臭用設定時間の間実行した後、前記全熱交換運転を実行し、且つ、そ
の全熱交換運転の実行中に、人存否検出センサ１９の検出情報に基づいて臭い戻り抑制必
要状態になったと判別すると、前記全熱交換運転を停止して、前記臭い戻り抑制運転を実
行するように構成してある。
【００５２】
　又、運転制御部１１は、操作部１２の停止スイッチから運転停止が指令されると、給気
送風機３と排気送風機５とを停止させ、加湿用加熱器８が加熱作用状態のときは加熱停止
状態に切り換え、除臭用加熱器２０が加熱作用状態のときは加熱停止状態に切り換え、調
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湿体６を駆動回転しているときは調湿用電動モータ７を停止させ、及び、顕熱交換体９を
駆動回転しているときは顕熱交換用電動モータ１０を停止させる停止処理を実行して、空
調装置を停止させる。
【００５３】
　次に、図５に基づいて、前記操作部１２の運転切換部から前記加湿運転又は前記全熱交
換運転が指令されたときの前記運転制御部１１の制御動作、及び、前記加湿運転又は前記
全熱交換運転の実行中に前記臭い戻り抑制必要状態になったと判別したときの前記運転制
御部１１の制御動作について、説明を加える。
【００５４】
　運転制御部１１は、操作部１２の運転切換部から前記加湿運転が指令されたときは、人
存否検出センサ１９の検出情報に拘らず、前記除臭用設定時間が経過するまでの間は、給
気送風機３と排気送風機５とを作動させ、加湿用加熱器８を加熱停止状態にし、除臭用加
熱器２０を加熱作用状態にし、調湿体６を調湿用設定速度で駆動回転するように調湿用電
動モータ７を作動させ、及び、顕熱交換用電動モータ１０を停止させる状態に維持して、
除臭運転を実行し、前記除臭用設定時間が経過すると、加湿用加熱器８を加熱作用状態に
切り換え、除臭用加熱器２０を加熱停止状態に切り換え、顕熱交換体９を顕熱交換用設定
速度で駆動回転するように顕熱交換用電動モータ１０を作動させることにより、前記除臭
運転を終了して、前記加湿運転を開始する。
【００５５】
　そして、運転制御部１１は、前記加湿運転の実行中に、人存否検出センサ１９からの信
号がオフからオンに変化することに基づいて、臭い戻り抑制必要状態になったと判別する
と、加湿用加熱器８を加熱停止状態に切り換え、除臭用加熱器２０を加熱作用状態に切り
換え、顕熱交換用電動モータ１０を停止させることにより、前記加湿運転を停止して、前
記除臭運転を実行し、その除臭運転を人存否検出センサ１９からの信号がオンの間継続す
る。
　続いて、人存否検出センサ１９からの信号がオンからオフに変化することに基づいて、
臭い戻り抑制必要状態が終了したと判別すると、加湿用加熱器８を加熱作用状態に切り換
え、除臭用加熱器２０を加熱停止状態に切り換え、顕熱交換体９を顕熱交換用設定速度で
駆動回転するように顕熱交換用電動モータ１０を作動させることにより、前記除臭運転を
停止して、前記加湿運転を再び実行する。
【００５６】
　運転制御部１１は、操作部１２の運転切換部から前記全熱交換運転が指令されたときは
、人存否検出センサ１９の検出情報に拘らず、前記除臭用設定時間が経過するまでの間は
、給気送風機３と排気送風機５とを作動させ、加湿用加熱器８を加熱停止状態にし、除臭
用加熱器２０を加熱作用状態にし、調湿体６を調湿用設定速度で駆動回転するように調湿
用電動モータ７を作動させ、及び、顕熱交換用電動モータ１０を停止させる状態に維持し
て、前記除臭運転を実行し、前記除臭用設定時間が経過すると、除臭用加熱器２０を加熱
停止状態に切り換え、調湿体６を全熱交換用設定速度で駆動回転するように調湿用電動モ
ータ７を作動させ、顕熱交換体９を顕熱交換用設定速度で駆動回転するように顕熱交換用
電動モータ１０を作動させることにより、前記除臭運転を終了して、前記全熱交換運転を
開始する。
【００５７】
　そして、運転制御部１１は、前記全熱交換運転の実行中に、人存否検出センサ１９から
の信号がオフからオンに変化することに基づいて、臭い戻り抑制必要状態になったと判別
すると、除臭用加熱器２０を加熱作用状態に切り換え、調湿体６を調湿用設定速度で駆動
回転するように調湿用電動モータ７を作動させ、顕熱交換用電動モータ１０を停止させる
ことにより、前記全熱交換運転を停止して、前記除臭運転を実行し、その除臭運転を人存
否検出センサ１９からの信号がオンの間継続する。
　続いて、人存否検出センサ１９からの信号がオンからオフに変化することに基づいて、
臭い戻り抑制必要状態が終了したと判別すると、除臭用加熱器２０を加熱停止状態に切り
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換え、調湿体６を全熱交換用設定速度で駆動回転するように調湿用電動モータ７を作動さ
せ、顕熱交換体９を顕熱交換用設定速度で駆動回転するように顕熱交換用電動モータ１０
を作動させることにより、前記除臭運転を停止して、前記全熱交換運転を再び実行する。
【００５８】
　次に、上記の各運転による作用について、説明を加える。
　前記加湿運転では、図２を参照すると、排出用空気入口１ｅｉから排気風路４に吸い込
まれた各空調対象室からの室内気ＲＡは排出用空気ＥＡとして、加熱停止状態の除臭用加
熱器２０、調湿用設定速度にて回転する調湿体６、顕熱交換用設定速度にて回転する顕熱
交換体９を順次通過して通流して、排出用空気出口１ｅｏから排気ダクトを通じて屋外に
排出され、一方、供給用空気入口１ｓｉから前記給気風路２に吸い込まれた外気ＯＡは供
給用空気ＳＡとして、顕熱交換用設定速度にて回転する顕熱交換体９、加熱作用状態の加
湿用加熱器８、調湿用設定速度にて回転する調湿体６を順次通過して通流して、供給用空
気出口１ｓｏから給気ダクトを通じて各空調対象室に供給される。
【００５９】
　そして、排出用空気ＥＡは、調湿用設定速度にて回転する調湿体６を通過するときに、
その排出用空気ＥＡ中の水蒸気が調湿体６に吸収されると共に凝縮熱により加熱され、そ
の加熱並びに除湿された排出用空気ＥＡが顕熱交換体９を通過するときに、その保有熱が
顕熱交換体９に与えられて顕熱交換体９が加熱され、一方、供給用空気ＳＡは、顕熱交換
体９を通過することで、顕熱交換体９が排出用空気ＥＡから得た熱により加熱され、更に
、前記加湿用加熱器８を通過することで加熱され、そのように加熱された供給用空気ＳＡ
が前記調湿用設定速度にて回転する調湿体６を通過するときに調湿体６から放湿されて加
湿され、そのように加湿並びに加熱された供給用空気ＳＡが空調対象室に供給される。
【００６０】
　つまり、この加湿運転では、空調対象室に供給される供給用空気ＳＡを無給水にて加湿
すると共に加熱して空調対象室に供給することが可能となり、各空調対象室を加湿並びに
暖房することができる。
【００６１】
　前記全熱交換運転では、図２を参照すると、各空調対象室からの室内気ＲＡは、排出用
空気ＥＡとして、加熱停止状態の除臭用加熱器２０、全熱交換用設定速度にて回転する調
湿体６、顕熱交換用設定速度にて回転する顕熱交換体９を順次通過して通流し、一方、外
気ＯＡは、供給用空気ＳＡとして、顕熱交換用設定速度にて回転する顕熱交換体９、加熱
停止状態の加湿用加熱器８、全熱交換用設定速度にて回転する調湿体６を順次通過して通
流する。
【００６２】
　そして、全熱交換用設定速度にて回転する調湿体６においては、供給用空気ＳＡと排出
用空気ＥＡとの間で全熱交換量をより多くする状態で全熱交換させることができ、顕熱交
換体９においては、供給用空気ＳＡと排出用空気ＥＡとの間で顕熱交換させることができ
るので、エンタルピー交換効率を増大することができる。
【００６３】
　冬期等、この空調装置とは別の空調装置により空調対象室が暖房されているときや、夏
期等、この空調装置とは別の空調装置により空調対象室が冷房されているときに、この空
調装置を全熱・顕熱交換運転にて運転させると、暖房や冷房に係わる消費エネルギを削減
することができる。
【００６４】
　前記顕熱交換運転では、図２を参照すると、各空調対象室からの室内気ＲＡは、排出用
空気ＥＡとして、加熱停止状態の除臭用加熱器２０、回転停止中の調湿体６、顕熱交換用
設定速度にて回転する顕熱交換体９を順次通過して通流し、一方、外気ＯＡは、供給用空
気ＳＡとして、顕熱交換用設定速度にて回転する顕熱交換体９、加熱停止状態の加湿用加
熱器８、回転停止中の調湿体６を順次通過して通流するので、顕熱交換体９において、供
給用空気ＳＡと排出用空気ＥＡとを顕熱交換させることができる。
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【００６５】
　つまり、空調装置をこの顕熱交換運転にて運転すると、供給用空気ＳＡの方が排出用空
気ＥＡよりも高温のときは、供給用空気ＳＡを冷却して空調対象室に供給することができ
、供給用空気ＳＡの方が排出用空気ＥＡよりも低温のときは、供給用空気ＳＡを加熱して
空調対象室に供給することができる。
【００６６】
　前記通常換気運転では、図２を参照すると、各空調対象室からの室内気ＲＡは、排出用
空気ＥＡとして、加熱停止状態の除臭用加熱器２０、回転停止中の調湿体６、回転停止中
の顕熱交換体９を順次通過して通流し、一方、外気ＯＡは、供給用空気ＳＡとして、回転
停止中の顕熱交換体９、加熱停止状態の加湿用加熱器８、回転停止中の調湿体６を順次通
過して通流するので、各空調対象室が換気される。
【００６７】
　前記暖房運転では、図２を参照すると、前記供給用空気入口１ｓｉから前記給気風路２
に吸い込まれた外気ＯＡは、供給用空気ＳＡとして、回転停止中の顕熱交換体９を顕熱交
換されること無く通過し、前記加湿用加熱器８にて加熱され、回転停止中の調湿体６を全
熱交換されること無く通過して、前記供給用空気出口１ｓｏから給気ダクトを通じて各空
調対象室に供給され、前記排出用空気入口１ｅｉから前記排気風路４に吸い込まれた各空
調対象室からの室内気ＲＡは、排出用空気ＥＡとして、加熱停止状態の除臭用加熱器２０
を通過し、更に、停止中の調湿体６及び停止中の顕熱交換体９を熱交換されること無く通
過して、前記排出用空気出口１ｅｏから排気ダクトを通じて屋外に排出される。
【００６８】
　つまり、空調装置をこの暖房運転にて運転すると、供給用空気ＳＡを加湿用加熱器８に
て加熱して、空調対象室に供給することができるので、空調対象室を暖房することができ
る。
【００６９】
　前記除臭運転では、図２を参照すると、排出用空気入口１ｅｉから排気風路４に吸い込
まれた各空調対象室からの室内気ＲＡは排出用空気ＥＡとして、加熱作用状態の除臭用加
熱器２０、調湿用設定速度にて回転する調湿体６、回転停止中の顕熱交換体９を順次通過
して通流して、排出用空気出口１ｅｏから排気ダクトを通じて屋外に排出され、一方、供
給用空気入口１ｓｉから前記給気風路２に吸い込まれた外気ＯＡは供給用空気ＳＡとして
、回転停止中の顕熱交換体９、加熱停止状態の加湿用加熱器８、調湿用設定速度にて回転
する調湿体６を順次通過して通流して、供給用空気出口１ｓｏから給気ダクトを通じて各
空調対象室に供給されるので、調湿体６を通過する供給用空気ＳＡ中の水蒸気がその調湿
体６に吸収され、且つ、調湿体６に吸収されている水分がその調湿体６を通過する排出用
空気ＥＡに放出される状態となり、その除臭運転が少なくとも調湿体６が１回転する間継
続される。
【００７０】
　つまり、加湿運転や全熱交換運転が実行される前に、既に調湿体６に臭い成分が付着し
たり、調湿体６に吸収されている水分に臭い成分が溶解していたとしても、除臭運転によ
り、調湿体６に吸収されている水分に溶解している臭い成分が、水分と共に排出用空気Ｅ
Ａに放出される状態で除去され、調湿体６に付着している臭い成分が、供給用空気ＳＡか
ら調湿体６に吸収された水分に溶解してその水分と共に排出用空気ＥＡに放出されたり排
出用空気中の水蒸気に溶解する状態で除去される。
　又、加湿運転や全熱交換運転の実行中に、排出用空気ＥＡに臭い成分が含まれる状態と
なっても、除臭運転が行われて、排出用空気ＥＡに含まれる臭い成分が調湿体６に付着し
たり、調湿体６に吸収されている水分に溶解するのが抑制される。
　従って、加湿運転や全熱交換運転を開始するときに、空調対象室に臭いが戻るのを抑制
することができ、又、加湿運転や全熱交換運転の実行中に、トイレが使用されても、空調
対象室に臭いが戻るのを抑制することができる。
【００７１】
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　更に、前記除臭運転では、調湿体６が全熱交換用設定速度よりも遅い調湿用設定速度に
て駆動回転されることから、調湿体６に付着している臭い成分や、調湿体６に吸収されて
いる水分を排出用空気に対して放出させ易いので、空調対象室への臭い戻りをより一層抑
制することができる。
【００７２】
　以下、本発明の第１、第２実施形態、及び第２ないし第５の参考形態の各形態を説明す
るが、これらの形態は、臭い戻り抑制運転の運転形態を上記の第１参考形態と異ならせた
実施形態であって、空調装置の構成及び臭い戻り抑制運転以外の運転の運転形態は第１参
考形態と同様であるので、空調装置の構成及び臭い戻り抑制運転以外の運転の運転形態に
ついての説明は省略して、主として、臭い戻り抑制運転の形態について説明する。
【００７３】
　〔第１実施形態〕
　この実施形態では、前記運転制御部１１は、前記臭い戻り抑制運転として、上記の第１
参考形態における除臭運転において、前記調湿用電動モータ７を停止させて前記調湿体６
の駆動回転を停止した、調湿体停止状態除臭運転を実行するように構成してある。
　つまり、運転制御部１１は、前記臭い戻り抑制運転として、給気送風機３と排気送風機
５とを作動させ、加湿用加熱器８を加熱停止状態にし、除臭用加熱器２０を加熱作用状態
にし、調湿用電動モータ７及び顕熱交換用電動モータ１０を停止させる調湿体停止状態除
臭運転を実行するように構成してある。
【００７４】
　以下、前記運転制御部１１の制御動作について説明する。
　図６に示すように、この実施形態でも、第１参考形態と同様に、操作部１２の運転切換
部から前記加湿運転が指令されたときは、人存否検出センサ１９の検出情報に拘らず、前
記除臭用設定時間が経過するまでの間は、前記除臭運転を継続して実行し、前記除臭用設
定時間が経過すると、前記除臭運転を終了して、前記加湿運転を開始し、又、操作部１２
の運転切換部から前記全熱交換運転が指令されたときは、人存否検出センサ１９の検出情
報に拘らず、前記除臭用設定時間が経過するまでの間は、前記除臭運転を継続して実行し
、前記除臭用設定時間が経過すると、前記除臭運転を終了して、前記全熱交換運転を開始
する。
【００７５】
　次に、図６に基づいて、前記加湿運転又は前記全熱交換運転の実行中に前記臭い戻り抑
制必要状態になったと判別したときの前記運転制御部１１の制御動作について、説明を加
える。
　運転制御部１１は、前記加湿運転を実行中に、人存否検出センサ１９からの信号がオフ
からオンに変化することに基づいて、臭い戻り抑制必要状態になったと判別すると、加湿
用加熱器８を加熱停止状態に切り換え、除臭用加熱器２０を加熱作用状態に切り換え、調
湿用電動モータ７及び顕熱交換用電動モータ１０を停止させることにより、前記加湿運転
を停止して、前記調湿体停止状態除臭運転を実行し、その調湿体停止状態除臭運転を人存
否検出センサ１９からの信号がオンの間継続する。
　続いて、人存否検出センサ１９からの信号がオンからオフに変化することに基づいて、
臭い戻り抑制必要状態が終了したと判別すると、加湿用加熱器８を加熱作用状態に切り換
え、除臭用加熱器２０を加熱停止状態に切り換え、調湿体６を調湿用設定速度で駆動回転
するように調湿用電動モータ７を作動させ、及び、顕熱交換体９を顕熱交換用設定速度で
駆動回転するように顕熱交換用電動モータ１０を作動させることにより、前記調湿体停止
状態除臭運転を停止して、前記加湿運転を再び実行する。
【００７６】
　又、運転制御部１１は、前記全熱交換運転を実行中に、人存否検出センサ１９からの信
号がオフからオンに変化することに基づいて、臭い戻り抑制必要状態になったと判別する
と、除臭用加熱器２０を加熱作用状態に切り換え、調湿用電動モータ７及び顕熱交換用電
動モータ１０を停止させることにより、前記全熱交換運転を停止して、前記調湿体停止状
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態除臭運転を実行し、その調湿体停止状態除臭運転を人存否検出センサ１９からの信号が
オンの間継続する。
　続いて、人存否検出センサ１９からの信号がオンからオフに変化することに基づいて、
臭い戻り抑制必要状態が終了したと判別すると、除臭用加熱器２０を加熱停止状態に切り
換え、調湿体６を全熱交換用設定速度で駆動回転するように調湿用電動モータ７を作動さ
せ、及び、顕熱交換体９を顕熱交換用設定速度で駆動回転するように顕熱交換用電動モー
タ１０を作動させることにより、前記調湿体停止状態除臭運転を停止して、前記全熱交換
運転を再び実行する。
【００７７】
　この実施形態の空調装置では、前記加湿運転又は前記全熱交換運転の実行中に、臭い戻
り抑制必要状態になると、前記調湿体停止状態除臭運転が実行されて、調湿体６の回転が
停止された状態で、調湿体６を通過する供給用空気ＳＡ中の水蒸気がその調湿体６に吸収
され、且つ、調湿体６に吸収されている水分がその調湿体６を通過する排出用空気ＥＡに
放出される状態となるので、排出用空気ＥＡに臭い成分が含まれていたとしても、その臭
い成分が調湿体６に付着したり、調湿体６に吸収されている水分に溶解することが抑制さ
れ、しかも、調湿体６における、臭い成分が含まれている虞がある排出用空気ＥＡが通過
した部分が給気風路２に移動することがなく、もって、空調対象室への臭い戻りをより一
層抑制することができる。
　又、調湿体停止状態除臭運転では、調湿体６にて、空調対象室に供給される供給用空気
ＳＡに除臭用加熱器２０にて加熱された排出用空気ＥＡの保有熱が付与されることがない
ので、空調対象室の温度が上昇するのを防止することができるようになり、特に夏期や中
間期において、空調対象室の温度が上昇して不快になるのを防止することができる。
【００７８】
　〔第２参考形態〕
　この参考形態では、前記運転制御部１１は、前記臭い戻り抑制運転として、上記の第１
参考形態における除臭運転において、前記給気送風機３を停止させて空調対象室への供給
用空気の供給を停止した、給気停止状態除臭運転を実行するように構成してある。
　つまり、運転制御部１１は、前記臭い戻り抑制運転として、給気送風機３を停止させ、
排気送風機５とを作動させ、加湿用加熱器８を加熱停止状態にし、除臭用加熱器２０を加
熱作用状態にし、調湿体６を前記調湿用設定速度で駆動回転するように調湿用電動モータ
７を作動させ、及び、顕熱交換用電動モータ１０を停止させる給気停止状態除臭運転を実
行するように構成してある。
【００７９】
　以下、前記運転制御部１１の制御動作について説明する。
　図７に示すように、この参考形態でも、第１参考形態と同様に、操作部１２の運転切換
部から前記加湿運転が指令されたときは、人存否検出センサ１９の検出情報に拘らず、前
記除臭用設定時間が経過するまでの間は、前記除臭運転を継続して実行し、前記除臭用設
定時間が経過すると、前記除臭運転を終了して、前記加湿運転を開始し、又、操作部１２
の運転切換部から前記全熱交換運転が指令されたときは、人存否検出センサ１９の検出情
報に拘らず、前記除臭用設定時間が経過するまでの間は、前記除臭運転を継続して実行し
、前記除臭用設定時間が経過すると、前記除臭運転を終了して、前記全熱交換運転を開始
する。
【００８０】
　次に、図７に基づいて、前記加湿運転又は前記全熱交換運転の実行中に前記臭い戻り抑
制必要状態になったと判別したときの前記運転制御部１１の制御動作について、説明を加
える。
　運転制御部１１は、前記加湿運転を実行中に、人存否検出センサ１９からの信号がオフ
からオンに変化することに基づいて、臭い戻り抑制必要状態になったと判別すると、給気
送風機３を停止させ、加湿用加熱器８を加熱停止状態に切り換え、除臭用加熱器２０を加
熱作用状態に切り換え、及び、顕熱交換用電動モータ１０を停止させることにより、前記
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加湿運転を停止して、前記給気停止状態除臭運転を実行し、その給気停止状態除臭運転を
人存否検出センサ１９からの信号がオンの間継続する。
　続いて、人存否検出センサ１９からの信号がオンからオフに変化することに基づいて、
臭い戻り抑制必要状態が終了したと判別すると、給気送風機３を作動させ、加湿用加熱器
８を加熱作用状態に切り換え、除臭用加熱器２０を加熱停止状態に切り換え、及び、顕熱
交換体９を顕熱交換用設定速度で駆動回転するように顕熱交換用電動モータ１０を作動さ
せることにより、前記給気停止状態除臭運転を停止して、前記加湿運転を再び実行する。
【００８１】
　又、運転制御部１１は、前記全熱交換運転を実行中に、人存否検出センサ１９からの信
号がオフからオンに変化することに基づいて、臭い戻り抑制必要状態になったと判別する
と、給気送風機３を停止させ、除臭用加熱器２０を加熱作用状態に切り換え、調湿体６を
調湿用設定速度で駆動回転するように調湿用電動モータ７を作動させ、及び、顕熱交換用
電動モータ１０を停止させることにより、前記全熱交換運転を停止して、前記給気停止状
態除臭運転を実行し、その給気停止状態除臭運転を人存否検出センサ１９からの信号がオ
ンの間継続する。
　続いて、人存否検出センサ１９からの信号がオンからオフに変化することに基づいて、
臭い戻り抑制必要状態が終了したと判別すると、給気送風機３を作動させ、除臭用加熱器
２０を加熱停止状態に切り換え、調湿体６を全熱交換用設定速度で駆動回転するように調
湿用電動モータ７を作動させ、及び、顕熱交換体９を顕熱交換用設定速度で駆動回転する
ように顕熱交換用電動モータ１０を作動させることにより、前記給気停止状態除臭運転を
停止して、前記全熱交換運転を再び実行する。
【００８２】
　この参考形態の空調装置では、前記加湿運転又は前記全熱交換運転の実行中に、臭い戻
り抑制必要状態になると、前記給気停止状態除臭運転が実行されて、空調対象室への供給
用空気ＳＡの供給が停止された状態で、調湿体６に吸収されている水分がその調湿体６を
通過する排出用空気ＥＡに放出される状態となるので、排出用空気ＥＡに臭い成分が含ま
れていたとしても、その臭い成分が調湿体６に付着したり、調湿体６に吸収されている水
分に溶解することが抑制され、しかも、空調対象室への供給用空気ＳＡの供給が停止され
ており、もって、空調対象室への臭い戻りをより一層抑制することができる。
　又、給気停止状態除臭運転では、空調対象室への供給用空気ＳＡの供給が停止されて、
除臭用加熱器２０にて加熱された排出用空気ＥＡの保有熱が空調対象室に戻るのが回避さ
れるので、特に夏期や中間期において、空調対象室の温度が上昇して不快になるのを防止
することができる。
【００８３】
　〔第２実施形態〕
　この実施形態では、前記運転制御部１１は、前記臭い戻り抑制運転として、前記給気送
風機３と前記排気送風機５とを作動させ、前記加湿用加熱器８と前記除臭用加熱器２０と
を加熱停止状態にし、及び、前記調湿用電動モータ７と前記顕熱交換用電動モータ１０と
を停止させる調湿体停止運転を、臭い戻り抑制必要状態が終了したと判別するまで実行し
、次に、前記給気送風機３と前記排気送風機５とを作動させ、前記加湿用加熱器８を加熱
停止状態にし、前記除臭用加熱器２０を加熱作用状態にし、及び、前記調湿用電動モータ
７と前記顕熱交換用電動モータ１０とを停止させて、前記調湿体６に吸収されている水分
を排出用空気に放出させて除去する調湿体停止状態除臭運転を実行する調湿体停止式臭い
戻り抑制運転を実行するように構成してある。
【００８４】
　つまり、前記調湿体停止運転が、前記排気送風機５を作動させ、前記給気送風機３の作
動と前記調湿体６を駆動回転するための前記調湿用電動モータ７の作動とのうちの少なく
とも一方を停止する初期運転に相当する。
　又、前記調湿体停止状態除臭運転が、前記給気送風機３と前記排気送風機５とのうちの
少なくとも前記排気送風機５を作動させ、前記除臭用加熱器２０を加熱作用状態にし、及
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び、前記調湿体６を駆動回転するように前記調湿用電動モータ７を作動させる又は前記調
湿用電動モータ７を停止させて、前記調湿体６に吸収されている水分を排出用空気に放出
させて除去する除臭運転に相当する。
【００８５】
　以下、前記運転制御部１１の制御動作について説明する。
　図８に示すように、この実施形態でも、第１参考形態と同様に、操作部１２の運転切換
部から前記加湿運転が指令されたときは、人存否検出センサ１９の検出情報に拘らず、前
記除臭用設定時間が経過するまでの間は、前記除臭運転を継続して実行し、前記除臭用設
定時間が経過すると、前記除臭運転を終了して、前記加湿運転を開始し、又、操作部１２
の運転切換部から前記全熱交換運転が指令されたときは、人存否検出センサ１９の検出情
報に拘らず、前記除臭用設定時間が経過するまでの間は、前記除臭運転を継続して実行し
、前記除臭用設定時間が経過すると、前記除臭運転を終了して、前記全熱交換運転を開始
する。
【００８６】
　次に、図８に基づいて、前記加湿運転又は前記全熱交換運転の実行中に前記臭い戻り抑
制必要状態になったと判別したときの前記運転制御部１１の制御動作について、説明を加
える。
　前記運転制御部１１は、前記加湿運転を実行中に、人存否検出センサ１９からの信号が
オフからオンに変化することに基づいて、臭い戻り抑制必要状態になったと判別すると、
加湿用加熱器８を加熱停止状態に切り換え、調湿用電動モータ７と顕熱交換用電動モータ
１０とを停止させることにより、前記加湿運転を停止して、前記調湿体停止運転を実行し
、その調湿体停止運転を人存否検出センサ１９からの信号がオンの間継続する。
　続いて、人存否検出センサ１９からの信号がオンからオフに変化することに基づいて、
臭い戻り抑制必要状態が終了したと判別すると、除臭用加熱器２０を加熱作用状態に切り
換えて、前記調湿体停止状態除臭運転を実行し、その調湿体停止状態除臭運転を除臭用設
定時間が経過するまで継続し、その除臭用設定時間が経過すると、加湿用加熱器８を加熱
作用状態に切り換え、除臭用加熱器２０を加熱停止状態に切り換え、調湿体６を調湿用設
定速度で駆動回転するように調湿用電動モータ７を作動させ、及び、顕熱交換体９を顕熱
交換用設定速度で駆動回転するように顕熱交換用電動モータ１０を作動させることにより
、前記調湿体停止状態除臭運転を終了し、即ち、前記調湿体停止式臭い戻り抑制運転を終
了して、前記加湿運転を再び実行する。
【００８７】
　又、運転制御部１１は、前記全熱交換運転を実行中に、人存否検出センサ１９からの信
号がオフからオンに変化することに基づいて、臭い戻り抑制必要状態になったと判別する
と、調湿用電動モータ７と顕熱交換用電動モータ１０とを停止させることにより、前記全
熱交換運転を停止して、前記調湿体停止運転を実行し、その調湿体停止運転を人存否検出
センサ１９からの信号がオンの間継続する。
　続いて、人存否検出センサ１９からの信号がオンからオフに変化することに基づいて、
臭い戻り抑制必要状態が終了したと判別すると、除臭用加熱器２０を加熱作用状態に切り
換えて、前記調湿体停止状態除臭運転を実行し、その調湿体停止状態除臭運転を除臭用設
定時間が経過するまで継続し、その除臭用設定時間が経過すると、除臭用加熱器２０を加
熱停止状態に切り換え、調湿体６を全熱交換用設定速度で駆動回転するように調湿用電動
モータ７を作動させ、及び、顕熱交換体９を顕熱交換用設定速度で駆動回転するように顕
熱交換用電動モータ１０を作動させることにより、前記調湿体停止状態除臭運転を終了し
、即ち、前記調湿体停止式臭い戻り抑制運転を停止して、前記全熱交換運転を再び実行す
る。
【００８８】
　この実施形態の空調装置では、前記加湿運転又は前記全熱交換運転の実行中に、臭い戻
り抑制必要状態になったと判別されると、先ず、調湿体停止運転が、臭い戻り抑制必要状
態が終了したと判別されるまで実行され、臭い戻り抑制必要状態が終了したと判別される
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と、除臭用設定時間が経過するまで調湿体停止状態除臭運転が実行される。
【００８９】
　そして、調湿体停止運転では、排出用空気ＥＡが加熱されることなく調湿体６を通過す
ることから、排出用空気ＥＡに水蒸気と共に臭い成分が含まれていて、その臭い成分が調
湿体６に付着したり、調湿体６に吸収されている水分に溶解したとしても、調湿体６の駆
動回転が停止されているので、臭い成分が供給用空気ＳＡに放出されることがない。
　又、その調湿体停止運転に続いて実行される調湿体停止状態除臭運転では、調湿体６が
停止された状態で、供給用空気ＳＡが調湿体６における給気風路２に位置する部分を通過
し、空調対象室からの排出用空気ＥＡが除臭用加熱器２０にて加熱された状態で調湿体６
における排気風路４に位置する部分を通過する形態で運転されて、調湿体６を通過する供
給用空気ＳＡ中の水蒸気がその調湿体６に吸収され且つ調湿体６に吸収されている水分が
その調湿体６を通過する排出用空気ＥＡに放出される状態となるので、調湿体６に吸収さ
れている水分に溶解している臭い成分は、水分と共に排出用空気ＥＡに放出される状態で
除去され、調湿体６に付着している臭い成分は、排出用空気ＥＡ中の水蒸気に溶解する状
態で除去される。
【００９０】
　そして、その調湿体停止状態除臭運転は、臭い戻り抑制必要状態が終了したと判別した
時点から除臭用設定時間が経過するまで実行されるので、臭い戻り抑制必要状態が終了し
たと判別した後も、空調対象室に臭い成分が残留していて、その残留臭い成分を含んだ排
出用空気ＥＡが空調装置に供給されても、臭い成分が調湿体６に付着したり、調湿体６に
吸収されている水分に溶解するのが抑制され、又、調湿体６の全体にわたって臭い成分が
除去される。
【００９１】
　従って、加湿運転又は全熱交換運転の実行中にトイレが使用されても、その使用開始後
から、使用終了後、臭い成分が含まれた排出用空気が空調装置に供給されなくなるまで、
臭い戻り抑制運転を実行させるようにすることができるので、空調対象空間への臭い戻り
をより一層抑制することができる。
【００９２】
　〔第３参考形態〕
　この参考形態では、前記運転制御部１１は、前記臭い戻り抑制運転として、前記給気送
風機３を停止させ、前記排気送風機５を作動させ、前記加湿用加熱器８と前記除臭用加熱
器２０とを加熱停止状態にし、前記調湿体６を駆動回転するように前記調湿用電動モータ
７を作動させ、及び、前記顕熱交換用電動モータ１０を停止させる給気停止運転を、臭い
戻り抑制必要状態が終了したと判別するまで実行し、次に、前記給気送風機３を停止させ
、前記排気送風機５作動させ、前記加湿用加熱器８を加熱停止状態にし、前記除臭用加熱
器２０を加熱作用状態にし、前記調湿体６を駆動回転するように前記調湿用電動モータ７
を作動させ、及び、前記顕熱交換用電動モータを停止させて、前記調湿体６に吸収されて
いる水分を排出用空気に放出させて除去する給気停止状態除臭運転を実行する給気停止式
臭い戻り抑制運転を実行するように構成してある。
【００９３】
　つまり、前記給気停止運転が、前記排気送風機５を作動させ、前記給気送風機３の作動
と前記調湿体６を駆動回転するための前記調湿用電動モータ７の作動とのうちの少なくと
も一方を停止する初期運転に相当する。
　又、前記給気停止状態除臭運転が、前記給気送風機３と前記排気送風機５とのうちの少
なくとも前記排気送風機５を作動させ、前記除臭用加熱器２０を加熱作用状態にし、及び
、前記調湿体６を駆動回転するように前記調湿用電動モータ７を作動させる又は前記調湿
用電動モータ７を停止させて、前記調湿体６に吸収されている水分を排出用空気に放出さ
せて除去する除臭運転に相当する。
【００９４】
　以下、前記運転制御部１１の制御動作について説明する。
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　図９に示すように、この参考形態でも、第１参考形態と同様に、操作部１２の運転切換
部から前記加湿運転が指令されたときは、人存否検出センサ１９の検出情報に拘らず、前
記除臭用設定時間が経過するまでの間は、前記除臭運転を継続して実行し、前記除臭用設
定時間が経過すると、前記除臭運転を終了して、前記加湿運転を開始し、又、操作部１２
の運転切換部から前記全熱交換運転が指令されたときは、人存否検出センサ１９の検出情
報に拘らず、前記除臭用設定時間が経過するまでの間は、前記除臭運転を継続して実行し
、前記除臭用設定時間が経過すると、前記除臭運転を終了して、前記全熱交換運転を開始
する。
【００９５】
　次に、図９に基づいて、前記加湿運転又は前記全熱交換運転の実行中に前記臭い戻り抑
制必要状態になったと判別したときの前記運転制御部１１の制御動作について、説明を加
える。
　運転制御部１１は、前記加湿運転を実行中に、人存否検出センサ１９からの信号がオフ
からオンに変化することに基づいて、臭い戻り抑制必要状態になったと判別すると、給気
送風機３を停止させ、加湿用加熱器８を加熱停止状態に切り換え、及び、顕熱交換用電動
モータ１０を停止させることにより、前記加湿運転を停止して、前記給気停止運転を実行
し、その給気停止運転を人存否検出センサ１９からの信号がオンの間継続する。
　続いて、人存否検出センサ１９からの信号がオンからオフに変化することに基づいて、
臭い戻り抑制必要状態が終了したと判別すると、除臭用加熱器２０を加熱作用状態に切り
換えて、前記給気停止状態除臭運転を実行し、その給気停止状態除臭運転を除臭用設定時
間が経過するまで継続し、その除臭用設定時間が経過すると、給気送風機３を作動させ、
加湿用加熱器８を加熱作用状態に切り換え、除臭用加熱器２０を加熱停止状態に切り換え
、及び、顕熱交換体９を顕熱交換用設定速度で駆動回転するように顕熱交換用電動モータ
１０を作動させることにより、前記給気停止状態除臭運転を終了し、即ち、前記給気停止
式臭い戻り抑制運転を停止して、前記加湿運転を再び実行する。
【００９６】
　又、運転制御部１１は、前記全熱交換運転を実行中に、人存否検出センサ１９からの信
号がオフからオンに変化することに基づいて、臭い戻り抑制必要状態になったと判別する
と、給気送風機３を停止させ、及び、顕熱交換用電動モータ１０を停止させることにより
、前記全熱交換運転を停止して、前記給気停止運転を実行し、その給気停止運転を人存否
検出センサ１９からの信号がオンの間継続する。
　続いて、人存否検出センサ１９からの信号がオンからオフに変化することに基づいて、
臭い戻り抑制必要状態が終了したと判別すると、除臭用加熱器２０を加熱作用状態に切り
換え、及び、調湿体６を調湿用設定速度にて駆動回転するように調湿用電動モータ７を作
動させて、前記給気停止状態除臭運転を実行し、その給気停止状態除臭運転を除臭用設定
時間が経過するまで継続し、その除臭用設定時間が経過すると、給気送風器３を作動させ
、除臭用加熱器２０を加熱停止状態に切り換え、調湿体６を全熱交換用設定速度で駆動回
転するように調湿用電動モータ７を作動させ、及び、前記顕熱交換体９を顕熱交換用設定
速度で駆動回転するように顕熱交換用電動モータ１０を作動させることにより、前記給気
停止状態除臭運転を終了し、即ち、前記給気停止式臭い戻り抑制運転を停止して、前記全
熱交換運転を再び実行する。
【００９７】
　この参考形態の空調装置では、前記加湿運転又は前記全熱交換運転の実行中に、臭い戻
り抑制必要状態になると、先ず、給気停止運転が、臭い戻り抑制必要状態が終了したと判
別されるまで実行され、臭い戻り抑制必要状態が終了したと判別されると、除臭用設定時
間が経過するまで給気停止状態除臭運転が実行される。
【００９８】
　そして、給気停止運転では、排出用空気ＥＡが加熱されることなく調湿体６を通過する
ので、排出用空気ＥＡに水蒸気と共に臭い成分が含まれていて、その臭い成分が調湿体６
に付着したり、調湿体６に吸収されている水分に溶解したとしても、給気送風機３が停止
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されているので、臭い成分が含んだ供給用空気ＳＡが空調対象室に供給されることがない
。
　又、その給気停止運転に続いて実行される給気停止状態除臭運転では、空調対象室への
供給用空気の供給が停止された状態で、空調対象室からの排出用空気ＥＡが除臭用加熱器
２０にて加熱された状態で調湿体６における排気風路４に位置する部分を通過する形態で
運転されて、調湿体６に吸収されている水分がその調湿体６を通過する排出用空気ＥＡに
放出される状態となるので、調湿体６に吸収されている水分に溶解している臭い成分は水
分と共に排出用空気ＥＡに放出される状態で除去され、調湿体６に付着している臭い成分
は調湿体６を通過する排出用空気ＥＡ中の水蒸気に溶解する状態で除去される。
　そして、その給気停止状態除臭運転は、臭い戻り抑制必要状態が終了したと判別した時
点から除臭用設定時間が経過するまで実行されるので、臭い戻り抑制必要状態が終了した
と判別した後も、空調対象室に臭い成分が残留していて、その残留臭い成分を含んだ排出
用空気ＥＡが空調装置に供給されても、臭い成分が調湿体６に付着したり、調湿体６に吸
収されている水分に溶解するのが抑制され、又、調湿体６の全体にわたって臭い成分が除
去される。
【００９９】
　従って、加湿運転又は全熱交換運転の実行中にトイレが使用されても、その使用開始後
から、使用終了後、臭い成分が含まれた排出用空気が空調装置に供給されなくなるまで、
臭い戻り抑制運転を実行させるようにすることができるので、空調対象空間への臭い戻り
をより一層抑制することができる。
【０１００】
　〔第４参考形態〕
　この参考形態では、前記運転制御部１１を、前記臭い戻り抑制必要状態になったと判別
した時点から開始遅延用設定時間経過後に、前記空調運転としての前記加湿運転又は前記
全熱交換運転を停止して前記臭い戻り抑制運転を実行するように構成してある。
　又、前記運転制御部１１を、前記臭い戻り抑制必要状態が終了したと判別した時点から
終了遅延用設定時間が経過するまで、前記臭い戻り抑制運転を継続するように構成してあ
る。
【０１０１】
　この参考形態では、前記臭い戻り抑制運転として、上記の第１参考形態と同様に、前記
給気送風機３と前記排気送風機５とを作動させ、前記加湿用加熱器８を加熱停止状態にし
、前記除臭用加熱器２０を加熱作用状態にし、前記調湿体６を駆動回転するように前記調
湿用電動モータ７を作動させ、及び、前記顕熱交換用電動モータ１０を停止させる前記除
臭運転を実行するように構成してある。
【０１０２】
　以下、前記運転制御部１１の制御動作について説明する。
　図示は省略するが、この参考形態でも、第１参考形態と同様に、操作部１２の運転切換
部から前記加湿運転が指令されたときは、人存否検出センサ１９の検出情報に拘らず、前
記除臭用設定時間が経過するまでの間は、前記除臭運転を継続して実行し、前記除臭用設
定時間が経過すると、前記除臭運転を終了して、前記加湿運転を開始し、又、操作部１２
の運転切換部から前記全熱交換運転が指令されたときは、人存否検出センサ１９の検出情
報に拘らず、前記除臭用設定時間が経過するまでの間は、前記除臭運転を継続して実行し
、前記除臭用設定時間が経過すると、前記除臭運転を終了して、前記全熱交換運転を開始
する。
【０１０３】
　次に、図１０に基づいて、前記加湿運転又は前記全熱交換運転の実行中に前記臭い戻り
抑制必要状態になったと判別したときの前記運転制御部１１の制御動作について、説明を
加える。
　運転制御部１１は、前記加湿運転の実行中に、人存否検出センサ１９からの信号がオフ
からオンに変化することに基づいて、臭い戻り抑制必要状態になったと判別しても、その
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判別の時点から開始遅延用設定時間が経過するまでは、加湿運転を継続して実行し、その
開始遅延用設定時間が経過すると、加湿用加熱器８を加熱停止状態に切り換え、除臭用加
熱器２０を加熱作用状態に切り換え、及び、顕熱交換用電動モータ１０を停止させること
により、前記加湿運転を停止して、前記除臭運転を実行し、その後、人存否検出センサ１
９からの信号がオフになって臭い戻り抑制必要状態が終了したと判別しても、その除臭運
転を継続する。
　続いて、人存否検出センサ１９からの信号がオフになって臭い戻り抑制必要状態が終了
したと判別した後、終了遅延用設定時間が経過すると、前記加湿用加熱器８を加熱作用状
態に切り換え、前記除臭用加熱器２０を加熱停止状態に切り換え、前記顕熱交換体９を顕
熱交換用設定速度で駆動回転するように前記顕熱交換用電動モータ１０を作動させること
により、前記除臭運転を終了して、前記加湿運転を再び実行する。
【０１０４】
　運転制御部１１は、前記全熱交換運転の実行中に、前記人存否検出センサ１９からの信
号がオフからオンに変化することに基づいて、臭い戻り抑制必要状態になったと判別して
も、その判別の時点から開始遅延用設定時間が経過するまでは、全熱交換運転を継続して
実行し、その開始遅延用設定時間が経過すると、除臭用加熱器２０を加熱作用状態に切り
換え、及び、調湿体６を調湿用設定速度で駆動回転するように前記調湿用電動モータ７を
作動させ、顕熱交換用電動モータ１０を停止させることにより、前記全熱交換運転を停止
して、前記除臭運転を実行し、その後、人存否検出センサ１９からの信号がオフになって
臭い戻り抑制必要状態が終了したと判別しても、その除臭運転を継続する。
　続いて、人存否検出センサ１９からの信号がオフになって臭い戻り抑制必要状態が終了
したと判別した後、終了遅延用設定時間が経過すると、除臭用加熱器２０を加熱停止状態
に切り換え、調湿体６を全熱交換用設定速度で駆動回転するように調湿用電動モータ７を
作動させ、顕熱交換体９を顕熱交換用設定速度で駆動回転するように顕熱交換用電動モー
タ１０を作動させることにより、前記除臭運転を終了して、前記全熱交換運転を再び実行
する。
【０１０５】
　この参考形態の空調装置では、前記加湿運転又は前記全熱交換運転の実行中に、臭い戻
り抑制必要状態になったと判別されると、開始遅延用設定時間が経過した後に、臭い戻り
抑制運転が実行されるので、空調対象室に臭いが戻るのを抑制しながら、臭い戻り抑制運
転の実行時間を短くすることが可能となって、空調対象空間の空調が停止される時間を短
くすることが可能となり、又、臭い戻り抑制運転を実行するための消費エネルギを低減す
ることが可能となる。
【０１０６】
　又、臭い戻り抑制運転が、臭い戻り抑制必要状態が終了したと判別した時点から終了遅
延用の設定時間が経過するまで実行されるので、臭い戻り抑制必要状態が終了したと判別
した後も、空調対象室に臭い成分が残留していて、その残留臭い成分を含んだ排出用空気
が空調装置に供給されても、臭い成分が調湿体６に付着したり、調湿体６に吸収されてい
る水分に溶解するのが抑制される。
　従って、加湿運転又は全熱交換運転の実行中にトイレが使用されても、その使用開始後
から、使用終了後、臭い成分が含まれた排出用空気が空調装置に供給されなくなるまで、
臭い戻り抑制運転を実行させるようにすることができるので、空調対象空間への臭い戻り
をより一層抑制することができる。
【０１０７】
　〔第５参考形態〕
　この参考形態の空調装置は、図１１に示すように、上記の第１参考形態の構成に加えて
、前記排気風路４における前記調湿体６よりも通風方向上手側箇所にて、通流する空気に
対して加熱作用する除湿用加熱器２３と、一部を前記給気風路２における前記調湿体６よ
りも通風方向下手側に位置させ且つ他の一部を前記排気風路４における前記除湿用加熱器
２３よりも通風方向上手側に位置させるように配置される顕熱交換体２４及びその顕熱交
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換体２４における前記給気風路２に位置させる部分及び前記排気風路４に位置させる部分
を回転に伴って変更させるように前記顕熱交換体２４を駆動回転する顕熱交換用電動モー
タ２５を備えた除湿用顕熱交換部Ｓｄとを備えて構成してある。
　尚、以下の説明では、第１参考形態において備えてある顕熱交換部Ｓを加湿用顕熱交換
部Ｓと記載して、前記除湿用顕熱交換部Ｓｄと区別する。
【０１０８】
　前記除湿用顕熱交換部Ｓｄにおける顕熱交換体２４の支持構造及び回転駆動構造は、上
記の第１参考形態にて説明した前記調湿部Ｌにおける調湿体６の支持構造及び回転駆動構
造と同様であるので、説明を省略する。
【０１０９】
　前記除湿用加熱器２３を、前記除湿用加熱器２０に兼用するように構成して、空調装置
の低廉化及び小型化を図っている。
【０１１０】
　そして、この参考形態の空調装置は、運転として、上記の第１参考形態における加湿運
転、全熱交換運転、顕熱交換運転、通常換気運転、暖房運転、除臭運転及び臭い戻り抑制
運転に加えて、前記調湿部Ｌにて供給用空気を除湿して空調対象室に供給する除湿運転を
備えるように構成して、加湿除湿兼用型に構成してある。
【０１１１】
　以下、前記各運転における前記運転制御部１１の制御動作について、説明を加える。
　運転制御部１１は、前記除湿運転では、給気送風機３と排気送風機５とを作動させ、加
湿用加熱器８を加熱停止状態にし、除湿用加熱器２３を加熱作用状態にし、調湿体６を調
湿用設定速度で駆動回転するように調湿用電動モータ７を作動させ、加湿用顕熱交換部Ｓ
の顕熱交換用電動モータ１０を停止させ、及び、除湿用顕熱交換部Ｓｄの顕熱交換体２４
を顕熱交換用設定速度で駆動回転するように顕熱交換用電動モータ２５を作動させるよう
に構成してある。
【０１１２】
　運転制御部１１は、前記加湿運転、前記全熱交換運転、前記顕熱交換運転、前記通常換
気運転、前記暖房運転、前記除臭運転及び前記臭い戻り抑制運転夫々においては、給気送
風機３、排気送風機５、加湿用加熱器８、除湿用加熱器２３にて兼用する除臭用加熱器２
０を、及び、調湿用電動モータ７の夫々を、上記の第１参考形態と同様に作動させるよう
に構成してある。
　又、運転制御部１１は、前記全熱交換運転及び前記顕熱交換運転夫々においては、除湿
用顕熱交換部Ｓｄの顕熱交換体２４を顕熱交換用設定速度で駆動回転するように顕熱交換
用電動モータ２５を作動させ、並びに、前記加湿運転、前記通常換気運転、前記暖房運転
、前記除臭運転及び前記臭い戻り抑制運転夫々においては、除湿用顕熱交換部Ｓｄの顕熱
交換用電動モータ２５を停止させるように構成してある。
【０１１３】
　次に、図４に基づいて、前記調湿用設定速度の設定の仕方について説明する。
　図４中の一点鎖線は、前記除湿用加熱器２３を加熱作用状態にし且つ前記給気風路２及
び前記排気風路４の夫々に通風させる状態で、調湿体６の回転速度を変更させて、各回転
速度での調湿体６の除湿性能（除湿量）を、回転速度が１．３回／分のときを１００％と
して比較したものである。
　調湿体６の回転速度が０．７～１．３回／分のときに、調湿部Ｌの除湿性能が高くなる
ので、前記調湿用設定速度を例えば１．３回／分に設定してある。
【０１１４】
　次に、前記除湿運転による作用について、説明を加える。
　この除湿運転では、図１１を参照すると、排出用空気入口１ｅｉから排気風路４に吸い
込まれた排出用空気ＥＡは、顕熱交換用設定速度にて回転する顕熱交換体２４、加熱作用
状態の除湿用の加熱器２３、前記調湿用設定速度にて回転する調湿体６、回転停止中の顕
熱交換体９を順次通過して通流して、排出用空気出口１ｅｏから排気ダクトを通じて屋外
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に排出され、一方、供給用空気入口１ｓｉから前記給気風路２に吸い込まれた供給用空気
ＳＡは、回転停止中の顕熱交換体９、加熱停止状態の加湿用加熱器８、前記調湿用設定速
度にて回転する調湿体６、顕熱交換用設定速度にて回転する顕熱交換体２４を順次通過し
て通流して、供給用空気出口１ｓｏから給気ダクトを通じて空調対象室に供給される。
【０１１５】
　そして、排出用空気ＥＡは、顕熱交換体２４を通過するときに、その顕熱交換体２４が
供給用空気ＳＡから得た熱を吸熱することにより加熱され、更に、除湿用加熱器２３を通
過することで加熱され、そのように加熱された排出用空気ＥＡが調湿体６を通過するとき
に調湿体６から放湿されて加湿され、一方、供給用空気ＳＡは、調湿体６を通過するとき
に、その供給用空気ＳＡ中の水蒸気が調湿体６に吸収されて除湿されると共に凝縮熱によ
り加熱され、そのように除湿並びに加熱された供給用空気ＳＡが顕熱交換体２４を通過す
るときに、その保有熱が顕熱交換体２４に与えられて冷却され、そのように除湿並びに冷
却された供給用空気ＳＡが空調対象室に供給されるので、空調対象室を除湿することがで
きる。
【０１１６】
　　〔別実施形態〕
　次に別実施形態を説明する。
（１）　上記の実施形態では、空調運転の開始指令に基づいて、除臭運転を実行した後に
空調運転を実行する構成、及び、空調運転の実行中に、前記臭い戻り抑制必要状態になっ
たと判別すると空調運転を停止して臭い戻り抑制運転を実行する構成の両方を備えるよう
に、空調装置を構成する場合について例示したが、いずれか一方の構成を備えるように空
調装置を構成しても良い。
【０１１７】
（２）　なお、本発明の権利範囲には含まれないが、参考形態として、加湿運転の実行中
に実行する臭い戻り抑制運転としては、上記の各形態において例示した運転形態以外に種
々の運転形態が可能である。
　例えば、前記給気送風機３と前記排気送風機５とを作動させ、前記加湿用加熱器８と前
記除臭用加熱器２０とを加熱停止状態にし、前記調湿体６を調湿用設定速度で駆動回転す
るように調湿用電動モータ７を作動させ、及び、前記顕熱交換用電動モータ１０を停止さ
せる給気加熱停止運転を臭い戻り抑制必要状態が終了したと判別するまで実行し、次に、
前記給気送風機３と前記排気送風機５とを作動させ、前記加湿用加熱器８を加熱停止状態
にし、前記除臭用加熱器２０を加熱作用状態にし、前記調湿体６を調湿用設定速度で駆動
回転するように調湿用電動モータ７を作動させ、及び、前記顕熱交換用電動モータ１０を
停止させる除臭運転を実行する給気加熱停止式臭い戻り抑制運転でも良い。
【０１１８】
　この給気加熱停止運転では、排出用空気が加熱されることなく調湿体６を通過するので
、臭い成分が溶解している可能性がある水分が調湿体６に吸収されるものの、供給用空気
が加熱されることなく調湿体６を通過するので、調湿体６に吸収されている水分が供給用
空気に放出されるのが抑制されることになり、空調対象室に臭いが戻るのを抑制すること
ができる。
【０１１９】
　次に、図１２に基づいて、前記給気加熱停止式臭い戻り抑制運転を実行する場合の前記
運転制御部１１の制御動作を説明する。
　運転制御部１１は、前記加湿運転を実行中に、人存否検出センサ１９からの信号がオフ
からオンに変化することに基づいて、臭い戻り抑制必要状態になったと判別すると、加湿
用加熱器８を加熱停止状態に切り換え、及び、前記顕熱交換用電動モータ１０を停止させ
ることにより、前記加湿運転を停止して、前記給気加熱停止運転を実行し、その給気加熱
停止運転を人存否検出センサ１９からの信号がオンの間継続する。
　続いて、人存否検出センサ１９からの信号がオンからオフに変化することに基づいて、
臭い戻り抑制必要状態が終了したと判別すると、除臭用加熱器２０を加熱作用状態に切り
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換えて、前記除臭運転を実行し、その除臭運転を除臭用設定時間が経過するまで継続し、
その除臭用設定時間が経過すると、加湿用加熱器８を加熱作用状態に切り換え、除臭用加
熱器２０を加熱停止状態に切り換え、及び、顕熱交換体９を顕熱交換用設定速度で駆動回
転するように顕熱交換用電動モータ１０を作動させることにより、前記除臭運転を終了し
、即ち、前記給気加熱停止式臭い戻り抑制運転を停止して、前記加湿運転を再び実行する
。
【０１２０】
（３）　前記除臭運転及び前記給気停止状態除臭運転夫々において、前記調湿体６を駆動
回転する回転速度は、上記の参考形態において例示した調湿用設定速度に限定されるもの
ではなく、前記全熱交換用設定速度でも良い。又、調湿用設定速度よりも遅く設定しても
良い。ちなみに、調湿体６からの臭い成分が溶解した水分の放出除去をより効果的に行う
には、調湿体６の回転速度を遅くするのが好ましい。
【０１２１】
（４）　前記除臭運転及び前記調湿体停止状態除臭運転夫々において、排気送風機５の回
転速度を前記通常換気運転や加湿運転における通常の排気送風機５の回転速度よりも速く
して、排出用空気の通風量を多くすると、調湿体６からの臭い成分が溶解した水分の放出
除去をより効果的に行うことができるので好ましい。
【０１２２】
（５）　上記の各形態においては、前記除臭運転、前記給気停止状態除臭運転及び前記調
湿体停止状態除臭運転夫々において、顕熱交換用電動モータ１０を停止させたが、その顕
熱交換体９を顕熱交換用設定速度にて駆動回転するように顕熱交換用電動モータ１０を作
動させても良い。
【０１２３】
（６）　空調対象空間において、臭いが発生する又は臭いが発生する虞のある臭い戻り抑
制必要状態になったと判別する対象の空間としては、上記の実施形態において例示したト
イレに限定されるものではなく、浴室等、臭いが発生する可能性のある種々の空間を対象
とすることができる。
　そして、複数の異なる空間を対象にして臭い戻り抑制必要状態になったと判別する場合
、臭い戻り抑制必要状態になったと判別したときに実行する前記臭い戻り抑制運転は、そ
の臭い戻り抑制必要状態になった空間に適合した条件で行うように構成しても良い。
　例えば、浴室が臭い戻り抑制必要状態になったときは、トイレが臭い戻り抑制必要状態
になったときよりも排出用空気の温度が高いと考えられるので、前記除臭運転、前記給気
停止状態除臭運転及び前記調湿体停止状態除臭運転夫々において、除臭用加熱器２０の加
熱量を少なくする。
　又、トイレが臭い戻り抑制必要状態になったときは、浴室が臭い戻り抑制必要状態にな
ったときよりも臭い成分が多く含まれていると考えられるので、排気用送風機５の回転速
度を速くして排出用空気の通風量を多くする。
【０１２４】
（７）　上記の第１、第２実施形態、及び第１ないし第４の参考形態の各形態において、
臭い戻り抑制必要状態になったと判別した時点から開始遅延用設定時間経過後に、各形態
に対応する臭い戻り抑制運転を実行するように構成しても良い。
【０１２５】
（８）　臭い戻り抑制必要状態になったか否かを判別するための情報を得るセンサとして
は、上記の形態において例示した人存否検出センサ１９に限定されるものではなく、トイ
レや浴室の照明用のスイッチ、トイレの着座センサでも良い。又、臭いそのものを検出す
るセンサでも良い。
【０１２６】
（９）　顕熱交換部Ｓを構成するに、上記の各形態においては、顕熱交換体９を顕熱交換
用電動モータ１０にて駆動回転する駆動回転型に構成する場合について例示したが、給気
風路２を通流する供給用空気と排気風路４を通流する排出用空気とを顕熱交換させるよう
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に顕熱交換体を静止状に設けた静止型に構成しても良い。
　又、この顕熱交換部Ｓを省略することが可能である。
（１０）　前記加熱用加熱器８、前記除臭用加熱器２０及び前記除湿用加熱器２３として
は、熱媒循環式に限定されるものではなく、例えば、電気ヒータでも良い。
【産業上の利用可能性】
【０１２７】
　空調対象空間に供給する供給用空気の給気風路に通風作用する給気送風手段と、空調対
象空間外に排出する排出用空気の排気風路に通風作用する排気送風手段と、一部を前記給
気風路に位置させ且つ他の一部を前記排気風路に位置させるように配置される調湿体、及
び、その調湿体における前記給気風路に位置させる部分及び前記排気風路に位置させる部
分を回転に伴って変更させるように前記調湿体を駆動回転する調湿用駆動手段を備えた調
湿手段と、運転を制御する運転制御手段とが設けられた空調装置として利用可能である。
【符号の説明】
【０１２８】
２　　給気風路
３　　給気送風手段
４　　排気風路
５　　排気送風手段
６　　調湿体
７　　調湿用駆動手段
８　　加湿用加熱手段
１１　運転制御手段
２０　除臭用加熱手段
Ｌ　　調湿部

【図１】
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